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共同代表で、元沖縄県名護市長の稲嶺進さんからのお願い 

辺野古新基地の断念を求める請願署名にご協力を！！ 
ハイサイ グスーヨー チュ

ーウガナビラ。（会員の皆さん 

こんにちは） 

今回は南からのご報告とお願

いの便でございます。 

正月明け、鏡開きの儀も終えてなお、一向に終息の

兆しが見えないコロナウィルスの脅威と４０年ぶり

と言われる物価高で国民生活は堪忍の域を超え、崩壊

寸前まで追い詰められている現状は由々しき問題で

す。加えて、敵基地への先制攻撃を想定した安全保障

３文書の閣議決定、トマホーク等軍備増強・爆買いの

ための防衛予算の大幅増額を決定。更には、南西地域

へのミサイル配備計画や離島防衛に備えて即応性の

ある「海兵隊沿岸連帯」の創設など忌まわしい過去の

再来を想起させる新聞報道が連日紙面を覆っている

昨今です。 

国民生活をなおざりにして有事危機を煽り、臆面も

なく米国属国よろしく唯々諾々とお土産話に興じて

いる様は独立主権国家とは言い難いと考えるのは私

一人ではないでしょう。 

国民・国会無視の自公政権の無策と暴走が、我が国

の民主主義と地方自治・人権をも脅かす事態となり、

様々な場で顕著に表れるシーンが見られる。見慣れて

いる？怖いです。 

その象徴的な症状が現われているのが沖縄・辺野古

新基地問題ではないでしょうか？ 

辺野古新基地問題に係る１１度にわたる国と県の

裁判闘争は、何れも本題の審議には入らず門前払いの

判決が下されました。国民の権利を守るための行政不

服審査法を国が悪用し、私人になりすますなど信じ難

い手法を司法が追認すると言う、三権分立は何処か、

憲法番外地そのものです。審議に入らなければ、そこ

にある事実・真実が国民に知らされる機会を失うこと

と同じです。私たちオール沖縄会議はそのことを憂い、

国民に広く知らしめの方策として衆・参両院議長宛て

の国会請願署名運動を展開することといたしました。 

 つきましては、会員の皆様へはその趣意をご理解い

ただき署名活動にご協力をいただきますようお願い

申し上げます 。＊署名用紙は裏面参照        

◆署名締め切りは2023年3月17日で、署名目標は 

２０２２年９月の知事選で玉城デニー知事の得票数

と同じ３４万人です。1月７日には署名実行委員会結

成集会」が開かれ、 

６２４人が参加しまし

た。（写真提供：参議院議

員高良鉄美事務所） 

反戦の準備を！ 

 「九条の会」世話人で、法政大学前総長の田中優子さんは、東京新聞１月１５日付け「時代を読む」

で、岸田政権の動きをあげ、「日本が戦時体制に入りつつある」として、「だから反戦の準備をしよう。

戦争の用意がどこでどうされているのか伝えるべきだろう。戦争が何をもたらすのか伝えることも必要

だ。あとは歌で、短い言葉で、行動で、そしてやがて、一揆の日がやってくる。何より心の準備が必要

だ」と述べています。 
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